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２　行政手続に関して必要な事項は、別に条例で定める。
（権利救済）
第22条　市長は、市民の権利利益の救済を図るため、行政手続
に対する不服申立てに関し、必要な措置を講じるものとする。

第５章　危機管理

（危機管理）
第23条　市長は、災害その他の非常の事態（以下「災害等」と
いう。）に備え、市民の生命、身体および財産を守るため、緊
急時の対応と復旧に関する計画を策定するとともに、これを
担う体制を整備し、情報の収集、訓練などを行わなければな
らない。
２　市長は、災害等における自助・共助の重要性に鑑み、自主
防災組織等との緊密な連携に取り組まなければならない。
３　市長は、災害等において、国、他の自治体等との連携・協
力体制に基づき、市民への迅速な支援ができるよう努めなけ
ればならない。
４　市民は、災害等の発生時に自らの安全確保を図るとともに、
災害対応における市民相互の連携・協力の重要性を認識し、
協力するように努めるものとする。
５　市民は、市長に対して防災および救援に資する情報につい
て、個人情報の適正な取扱いの範囲内で、情報の提供を求め
ることができる。

第６章　まちづくりにおける協働

（市民との協働）
第24条　市がまちづくりに取り組むときは、市民との協働を基
本とする。
２　市民および市は、協働によるまちづくりに必要な情報を共
有するものとする。
（協働の推進）
第25条　市長は、まちづくりにおける協働に関する基本的な事
項を整備するものとする。
２　市長は、まちづくりにおける協働に関して市民の主体的な
活動の重要性を認識し、これを尊重するものとする。
３　市長は、前項の活動が広がるよう支援に努めるものとする。

第７章　国・他の自治体との関係

（他の自治体等との連携）
第26条　市は、広域的課題および市政の課題の解決のため、他
の自治体等との連携・協調を図り、まちづくりを推進するも
のとする。
２　市は、国内外の自治体等との友好および相互理解を深める
ため、交流に努めるものとする。
（国・県等との関係）
第27条　市は、国、県等との適切な役割分担のもと、対等な関
係を確立するものとする。

第８章　住民投票

（住民投票の実施）
第28条　市長は、市政に関する重要事項について、直接、住民
（本市の区域内に住所を有する者で別に条例で定める要件を備
えるものをいう。以下同じ。）の意思を確認するため、法律に
定める以外の住民投票（以下この条および次条において「住
民投票」という。）を実施することができる。

２　市長は、一定数以上の住民から住民投票の実施の請求があっ
たときは、住民投票を実施しなければならない。
３　市長は、一定数以上の議員から住民投票の実施の提案が議
会で行われ、その議決があったときは、住民投票を実施しな
ければならない。
４　前３項に定めるもののほか、住民投票に関して必要な事項
は、別に条例で定める。
（住民投票の尊重）
第29条　市は、住民投票の結果を尊重するものとする。

第９章　条例の検証および改正

（条例の検証および改正）
第30条　市は、この条例を実効性のあるものとするため、この
条例に基づく市政運営が行われているかを検証する制度を設
けるものとする。
２　市は、この条例の目的をよりよく実現するため、改正の必
要が生じた場合は、速やかに改正しなければならない。

付　則

この条例は、平成24年４月１日から施行する。ただし、第８条、
第11条第４項中市政情報の管理に関する部分、第28条および第
29条の規定は、この条例の施行の日から起算して１年を超えな
い範囲内において規則で定める日から施行する。

たび丸
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草津市自治体基本条例にもとづく市政運営が
平成24年４月１日にスタートします！　

　市政運営の基本原則を定めたもの、いわば「市
政運営のルールブック」と言えるものです。
　草津市が目指す自治の姿、市政運営やまちづく
りを進めるための基本的な考え方、市民・議会・
市長がどのような役割を担い、どのよ
うな方法で市政運営やまちづくりに取
り組むのかといった基本原則を定めて
いる条例です。

・条例制定の趣旨
・条例の目的と位置付け
・ 市政の主体である市民、議会、市長の役割
・ 市政の基本原則である「市民参加」と「情報公開」
・総合計画などの市政運営のしくみ
・危機管理のあり方
・まちづくりにおける協働
・国、他の自治体との関係
・住民投票制度
・条例の検証および改正
（条例の全文を、５ページ以降に掲載しています。）

　この条例で掲げている「市民参加」、
「情報公開」を基本に市政を運営する
ことで、市民の皆さんの声をより一層、

市政に反映させることができます。
　また、市民・議会・市長がそれぞれの役割を認
識しあいながら、共に考え行動することにより、
よりよいまちの実現に一歩ずつ近づいていきます。

　地方分権によって、国と地方公共団
体との関係が「対等・協力」の関係と
なり、それぞれの地方公共団体は、自
己決定・自己責任にもとづいて地域の課題に取り
組むことが求められています。
　また、社会環境の急激な変化に伴って、市民ニー
ズが多様化・高度化し、市だけではこれらのニー
ズに対応することが困難な状況にあります。
　このようなことから、市民・議会・市長が連携・
協力し、みんなが幸せに暮らしていけるよう、また、
よりよいまちづくりが進められるように、それぞ
れの役割や、自治体運営のしくみなどを定めるルー
ルが求められています。

　「条例づくりを、一から自分達の手で」を基本と
して、市民等で構成される「草津市自治体基本条
例検討委員会」が平成21年２月に設置されました。
平成23年２月に、条例に関する提言書が市長に提
出され、市は、この提言書をもとに検討を加え、
パブリック・コメントや市内13ヶ所の市民セン
ターでのタウンミーティングなどを通じて、条例
の周知を図ってきました。
　また、市議会においても、「自治体基本条例調査
検討特別委員会」を設置され、議論を重ねてこら
れました。
　そして、平成23年６月草津市議会定例会におい

て、条例が可決・成立し、平成23年
７月１日に条例が公布され、平成24
年４月１日から施行することとなった
ものです。

市　民
●お互いの権利を尊重します。
● 権利の行使にあたっては、信義に従い誠実
に行うものとします。
● まちづくりに参加でき、市政に関する情報
を知ることができます。
●まちづくりの活動を尊重します。

議　会
●市の意思決定を担います。
● 市長の仕事をチェックします。
● 開かれた討議を基本に意思決定の
過程を明らかにします。

● 市政の課題を提起して、政策の立
案・提言を行います。

市　長
● 条例の理念を尊重し、誠実に仕事
に取り組みます。
● 市民の皆さんの意見を反映し、仕
事に活かします。
● 計画的に仕事を進め、健全な行政
運営に努めます。
● 人材の育成と、能力の向上に努め
ます。

この条例で

何が変わるの？

どのように

条例を作ったの？

自治体基本条例

って何？

どうして条例が

必要なの？

条例には何が

書いてあるの？

市政の説明責任
情報の公開・提供・管理
行政運営の質の向上

市民意思の把握と
市政への反映
開かれた議会運営
情報公開

条例・予算などの議案の議決
適正な行政運営の確保
市政の課題と政策の提起

条例・予算などの議案の提出
政策・施策の立案
市政の執行と報告

市政を信託
請願・陳情・傍聴 市政を信託

政策過程への参加

Q

Q

Q

Q

Q

A
　市政運営の基本原則を定めたもの、いわば「市

A
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「市民参加」と「情報公開」
による市政運営
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　市民参加は、市が市民生活に影響のある条例などを制定するときや、各種の事業を行うときに、市民の皆さんのご意見をいただくなど、計画等の政策過程にご参加い
ただくことによって、よりよいまちづくりにつなげていくための手法です。
　市は、政策（施策）の計画・実施・評価・改善の政策過程において、適切な市民参加の手法を活用していきます。
　また、市民参加を推進するため、市政に関する情報を可能な限り市民の皆さんに公開（提供）し、情報の共有を図ります。

市政運営のしくみ 市では、下記のような制度やしくみを通じて、健全で持続可能な市政を運営します。
また、社会情勢に応じてその執行体制の整備にも努め、機能的で効率的な市政を目指します。

■総合計画（第13条） …………………… 市政運営の最上位の計画として位置付けるもので 、市のすべての事業は、この計画に基づいて行います。
■財政運営（第14条） …………………… 総合計画と連動させながら、健全で持続可能な財 政運営を行います。財政状況について、市民の皆さんにわかりやすくお伝えします。
■行政評価（第15条） …………………… すべての施策について、目標どおり達成できてい るかなどを評価・公表し、次の施策につなげます。
■執行体制の整備（第16条） …………… 社会情勢に応じて、機能的で効率的な執行体制の 整備に努め、より効果的な市政運営を目指します。
■行政運営の質の向上（第17条） ……… 組織運営、業務の執行、人事体制の在り方を向上 させ、効果的な行政運営に努めます。
■法務原則（第18条） …………………… 自律性ある市政運営の確立に向けて、政策法務に 基づく自治立法を積極的に進めます。
■法令遵守（第19条） …………………… 信頼される市政の確立のため、法令を遵守し、公 平・公正な職務の執行に努めます。
■公益通報（第20条） …………………… 市政の信頼を損なう行為など、公益に反する事実 がある場合、職員はこの事実を通報します。
■行政手続（第21条） …………………… 公正で透明性の高い手続に基づき、行政指導や許 認可を行うことによって、市民の権利利益の保護に努めます。

「市民参加」
　政策（施策）の計画・実施・評価・改善の政策
過程において市民の皆さんにご参加をいただき、
ご意見を適切に市政に反映します。

「情報公開」
　政策過程の各段階において決定された内容や、
決定に至る経過について、ホームページや広報紙
などを通じて、わかりやすく市民の皆さんに提供
します。

市政運営の基本原則は「市民参加」と「情報公開」

【住民投票】
　住民投票制度は、市民参加の一つの手法であり、
市政に関する重要事項について、投票によって、
住民の皆さんの意思を確認する制度です。

　「市民参加」と「住民投票」の制度やしくみについては、今後、
さらなる議論を踏まえながら、それぞれの条例の制定を目指し
ます。

計画
（PLAN）

実施
（DO）

改善
（ACTION）

評価
（CHECK）

【アンケート調査や市民意識調査、市長への手紙】
　調査を通じて、市民の皆さんの意向を把握したり、取り
組もうとする事業の周知を行ったりします。また、市長へ
の手紙により、市民の皆さんの意見を把握します。

【審議会や各種委員会の委員として参加】
　審議会などの委員として会議に参加していただき、構想
や計画づくりに一緒に取り組みます。

【パブリック・コメントでの意見提出】
　各種の条例案や計画案に対して、ご意見・ご提案をいた
だき、それらを条例案等に反映します。

【タウンミーティング・市民説明会】
　各種の条例や計画について、地域に出向いて、市民の皆
さんにお知らせし、ご意見をいただき、事業に反映します。

【行政評価】
　施策の実施結果については、市においても評価を行いますが、市民の皆さ
んからのご意見もいただきながら、改善を行い、次の施策につなげていきます。

政策過程（PDCAサイクル）

主な市民参加の手法
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草津市自治体基本条例（平成23年草津市条例第11号）
（審議会等の設置）
第７条　市は、審議会その他これに類する機関（以下「審議会等」
という。）について、その設置の目的等に応じ、委員の一部を
公募することなどにより、幅広い市民が参加できるよう努め
なければならない。
２　審議会等においては、委員の意見が積極的に示され、議論
によって意見が集約されるものとし、市にその過程と結果が
伝わるよう、時間の確保と運営に努めなければならない。
（市民参加の確立）
第８条　前２条に規定する市民参加に関して必要な事項は、別
に条例で定める。

　　　　第２節　情報公開
（知る権利）
第９条　市民は、市政に関する情報について知る権利を有する。
２　市は、市政に関する情報について、市民に説明する責任を
負う。
（政策過程全体の情報共有）
第10条　市は、市民に対し、市政に関する政策過程全体の情報
を明らかにするよう努めなければならない。
２　市は、市政に関する政策過程の各段階における正確な情報
を速やかに、かつ、わかりやすく市民に提供するよう努めな
ければならない。
３　市は、市民が市政に関する政策過程の各段階における情報
に容易に接することができるよう努めなければならない。
４　市は、審議会等の会議を、原則として公開しなければなら
ない。
５　市は、審議会等の議事内容等を速やかに公開しなければな
らない。
（情報の管理と公開）
第11条　市は、市政情報を適正に管理しなければならない。
２　市は、市民への説明責任を果たすため、市政情報を適正に
公開するものとする。
３　市長は、市政情報の管理および公開の取扱いについて、審
議または審査する機関を設置する。
４　市政情報の管理および公開に関して必要な事項は、別に条
例で定める。
（個人情報の保護）
第12条　市民は、自己の個人情報が適正に取り扱われる権利を
有する。
２　市は、個人情報を保護し、適正に取り扱わなければならない。
３　市長は、個人情報の適正な取扱いについて審議または審査
する機関を設置する。
４　個人情報の保護に関して必要な事項は、別に条例で定める。

第４章　市政運営

　　　　第１節　総合計画
（総合計画）
第13条　市は、市政運営の最上位の計画として市民の参加を得
て総合計画を策定し、総合的かつ計画的に市政を運営しなけ
ればならない。
２　総合計画は、目指すべき将来像を定めた長期の基本構想と、
基本構想の実現のための中期の基本計画によって構成する。
３　基本構想は、議会の議決を経て策定する。
４　基本計画は、財政推計を踏まえ、事業によって構成される
施策の体系をもつものとする。

前文
第１章　総則
　　第１節　目的（第１条）
　　第２節　条例の位置付け（第２条）
第２章　市政の主体
　　第１節　市民（第３条）
　　第２節　議会（第４条）
　　第３節　市長（第５条）
第３章　市政の基本原則
　　第１節　市民参加（第６条―第８条）
　　第２節　情報公開（第９条―第12条）
第４章　市政運営
　　第１節　総合計画（第13条）
　　第２節　執行体制（第14条―第22条）
第５章　危機管理（第23条）
第６章　まちづくりにおける協働（第24条・第25条）
第７章　国・他の自治体との関係（第26条・第27条）
第８章　住民投票（第28条・第29条）
第９章　条例の検証および改正（第30条）

前　文

草津市は、豊かな水と緑に育まれた人びとの営みと街道を舞
台に繰り広げられた人びとの交流が織りなす歴史と文化がいき
づくまちです。
いま、さまざまな個性ある市民が、互いの存在と権利を尊重
しあいながら、暮らしや活動の中で力を合わせて連携し、その
積み重ねによって「いてよかった」と実感できるまちをつくる
こと、それがわたしたちの目標です。
そのため、わたしたちはまちづくりの主体として、自ら必要
と考えるまちづくりに協働して取り組みます。また、主権者で
ある市民は、草津市全体にとって必要な取組みを地方政府であ
る草津市に信託します。地方分権を踏まえ、市民の信託に応え
うる、自立し自律する「自治体」をつくり、次の世代に継いで
いくことは、市民にとって重要な責任と考えるからです。
したがって、わたしたちは、ここに、市民のめざすまちづく
りに応える地方政府としての市の役割を明らかにし、市の基本
原則としくみを規定した最も基本となる条例を制定します。

第１章　総則

　　　　第１節　目的
（目的）
第１条　この条例は、草津市の市政における市民、議会および
市長の役割を明らかにするとともに、市民の信託に応えるた
めの基本原則としくみを定めることにより、自治の確立を図
ることを目的とする。
　　　　第２節　条例の位置付け
（条例の位置付け）
第２条　市は、市政運営ならびに条例の制定、改廃、解釈およ
び運用に当たっては、この条例を基本としなければならない。
２　市は、法令の解釈および運用に当たっては、地方自治の本
旨およびこの条例に照らして自ら判断しなければならない。

第２章　市政の主体

　　　　第１節　市民
（市民の役割）
第３条　市民は、互いの権利を尊重し、自らの権利を行使する
に当たっては信義に従い誠実に行うものとする。
２　市民は、まちづくりが自らの主体的な活動によって支えら
れていることを認識し、これを尊重するものとする。

　　　　第２節　議会
（議会の役割）
第４条　議会は、市民の信託に基づく立法機能を備えた議事機
関として市民の代表によって構成され、法令および条例の定
めるところにより議決の権限を行使し、もって市の意思決定
を担うものとする。
２　議会は、開かれた討議を基本とし、その意思決定の過程を
速やかに、かつ、わかりやすく市民に明らかにするものとする。
３　議会は、市政の課題を提起し、政策の立案または提言を行
うものとする。
４　議会は、執行機関の活動を監視および評価し、適正な行政
運営の確保に努めるものとする。
５　議会は、前各項に規定する内容の充実を図るための法務お
よび調査研究活動に努めるものとする。

　　　　第３節　市長
（市長等の役割）
第５条　市長は、市民の信託に基づく市の代表として、この条
例の理念および制度を尊重し、誠実に職務を遂行しなければ
ならない。
２　市長は、毎年度の市政運営の方針を定め、これを市民およ
び議会に説明するとともに、その達成状況を報告しなければ
ならない。
３　執行機関の構成員および職員は、市民の信託に応えるため、
この条例の理念および制度を尊重し、誠実に職務を遂行しな
ければならない。
４　執行機関は、市民の信託に応えるため、市政の課題を解決
する組織力を高め、市政を担う職員の人材育成に取り組まな
ければならない。
５　職員は、職務の遂行に必要な能力の向上に努めなければな
らない。

第３章　市政の基本原則

　　　　第１節　市民参加
（市政への市民参加）
第６条　市民は、市政に参加する権利を有する。
２　市民は、市政に参加しないことを理由として、不当な扱い
を受けることはない。
３　市は、市民生活に影響を与える重要な条例の制定および改廃
ならびに計画等の策定および改訂をする場合においては、課題
の発見、立案、実施、評価等（以下「政策過程」という。）に
かかる意思決定過程での早い段階から市民参加の機会を設け、
市民の意見が適切に反映されるよう努めなければならない。

５　市は、市長の任期ごとに基本計画を策定する。
６　市の政策は、緊急を要するもののほかは、総合計画による
ものとする。
７　市長は、総合計画の進捗を管理し、その評価を公表するも
のとする。
８　市は、総合計画を見直すことができる。
　　　　第２節　執行体制
（財政運営）
第14条　市長は、予算の編成および執行に当たっては、総合計
画と連動させ、健全で持続可能な財政運営を行わなければな
らない。
２　市長は、予算編成の状況および決算の状況を、わかりやす
く公表しなければならない。
（行政評価）
第15条　市長は、市政運営に反映させるため、毎年施策の評価
を行い、これを公表しなければならない。
（執行体制の整備）
第16条　市長は、社会情勢の変化に対応するため、市民にわか
りやすく、かつ機能的・効率的な執行体制を整備しなければ
ならない。
（行政運営の質の向上）
第17条　市長は、市民との協働による効果的な行政運営に努め
なければならない。
２　市長は、組織運営、業務執行および人事体制の在り方の向
上による効果的な行政運営に努めなければならない。
（法務原則）
第18条　市長は、条例、規則、訓令および要綱（行政委員会が
定める規則、規程および要綱を含む。以下この条および次条
において「条例等」という。）について、法令との関係を明ら
かにするとともに、この条例を基本として体系的に整備し、
公表しなければならない。
２　市長は、条例等を整備するときは、その内容を明確にし、
できる限りわかりやすくしなければならない。
３　市長は、政策の目的を実現するため、次に掲げる法務を充
実させなければならない。
（１）　条例等の自治立法を積極的に行うこと。
（２）　法令を自らの責任において適正に解釈し、積極的に運
用すること。

（３）　法令および条例等に関する情報の提供により、市民の
活動に法務の側面から支援に努めること。

（法令遵守）
第19条　執行機関ならびにその構成員および職員は、市政の適
正な運営のため、法令および条例等を遵守しなければならな
い。
２　法令遵守に関して必要な事項は、別に条例で定める。
（公益通報）
第20条　職員は、職務の遂行の公正を妨げ、市政に対する市民
の信頼を損なう行為で、市民全体の利益など公益に反する事
実が生じ、またはまさに生じようとしているときは、これを
通報するものとする。
（行政手続）
第21条　市長は、市民の権利利益の保護を図るため、処分、行
政指導および届出に関する手続ならびに命令等を定める手続
（以下「行政手続」という。）に関し、公正の確保と透明性の
向上に努めなければならない。
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